
積雪期単独北海道分水嶺縦断

～宗谷岬から襟裳岬670㎞63日間の道のり～

野村 良太



自己紹介①

•1994年 大阪府豊中市出身

•小中高と9年間野球部

•北海道大学水産学部に入学

•北海道大学ワンダーフォーゲル部62代主将
(2018年3月卒部)



自己紹介②

•2021年春
日本山岳ガイド協会認定登山ガイドステージⅡ
北海道山岳ガイド協会所属

•NHK「グレートトラバース3日高山脈大縦走」
撮影サポート

•NHK「グレートトラバース3大雪山系大縦走」
撮影サポート



自己紹介③
2019年2月 積雪期単独知床半島全山縦走

海別岳～知床岬(2.20∼3.4 12泊13日)

2019年3月 積雪期単独日高山脈全山縦走
日勝峠～襟裳岬(3.14∼30 16泊17日)

⇒令和元年度『北大えるむ賞」受賞
2020年1月 厳冬期表大雪十勝連峰縦走

層雲峡～原始ヶ原(12.25∼1.5 11泊12日)
2021年1月 厳冬期カムエク南西稜縦走

静内ダム～札内ダム(12.30∼1.8 8泊9日)
etc…



分水嶺とは…

•分水嶺とは、異なる水系の境界線となる
尾根のこと

•北海道には分水嶺がたくさんあるが、
ここでは北海道を北から南に延びる稜線を
北海道分水嶺と呼ぶ

•三国峠付近には日本海、オホーツク海、
太平洋の境界となる北海道大分水点がある



北海道分水嶺縦断計画

•北海道を南北に連なる稜線を一つなぎに

•最北端の宗谷岬から南端の襟裳岬まで

•総距離670㎞の間に街は無い

•いくつかの峠を以外ひたすらに山岳地帯





北海道分水嶺縦断計画

•比較的積雪が多い。標高が低く融雪が早い

道北エリア(宗谷丘陵・北見山地)

•2000m越えに多雪。気象条件が厳しい

大雪山エリア(石狩山地)

•太平洋側で比較的少雪。技術的難易度が高い

日高山脈エリア(日高山脈)



工藤英一氏と志水哲也氏のこと…

•工藤英一氏

分割すること15回、足掛け17年目での初踏破

•志水哲也氏

工藤英一氏の報告書から着想

12月～5月の半年間で12分割して踏破

ワンシーズンでは初

•その他に過去に5名が達成。いずれも分割、複数年



お二人の言葉
•「これは比類のない美しいルートだ。」

『果てしなき山稜』志水哲也著

•「完全単独ワンシーズンであれば、極地の単独
歩行横断に匹敵する、最も困難で素晴らしい記
録になることは間違いない。(中略)これからの
若き岳人に期待している。」

『北の分水嶺を歩く』工藤英一著



計画概要

①計画日数

②食料計画

③出発の時期

④宗谷岬から南下 or 襟裳岬から北上

⑤デポの数



計画概要

①計画日数

②食料計画

③出発の時期

④宗谷岬から南下 or 襟裳岬から北上

⑤デポの数



計画①…日数

•今計画最大の肝
•1日当たりの移動距離は10数㎞が限界
•停滞ならもちろんゼロ
•日高は順調でも10㎞も進めない

⇒楽観的に見積もって50日
二週間分の予備日を含めた64日間で計画



計画概要

①計画日数

②食料計画

③出発の時期

④宗谷岬から南下 or 襟裳岬から北上

⑤デポの数



計画②…食料

•3500kcal/日で準備
•500kcal/100g以下のものは原則使用しない

•100gのアルファ米3食と乾燥野菜とペミカン
•フリーズドライスープ
•ジェットボイルのみ。ガス缶は7∼10日で1缶

•行動食ビスケット、チョコレート、ナッツ類…



計画概要

①計画日数

②食料計画

③出発の時期

④宗谷岬から南下 or 襟裳岬から北上

⑤デポの数



計画③…出発時期

•縦走ルートに登山道はほとんどない

•夏は鬱蒼とした藪尾根も

⇒縦走するには積雪期しかない

具体的にいつ出発するのか…



計画概要

①計画日数

②食料計画

③出発の時期

④宗谷岬から南下 or 襟裳岬から北上

⑤デポの数



計画④…南下か北上か

南下のメリット
•積雪が十分にある時期に道北を越えられる
•技術的難易度の高い日高山脈を
雪が安定して歩きやすくなる時期に

南下のデメリット
•疲弊した最終盤に日高を越える必要がある



計画③④…出発と南下or北上

北上のデメリット
•登りで緩んだ雪に喘ぎ
下りで氷化した斜面を下る
⇒デメリットが大きすぎる
•日高が後半に残るのは仕方がない
•日高は5月にずれ込むと藪漕ぎ
⇒4月末から逆算で2月末に宗谷岬出発！



計画概要

①計画日数

②食料計画

③出発の時期

④宗谷岬から南下 or 襟裳岬から北上

⑤デポの数



計画⑤…デポの数

•背負える重量の限界⇒45㎏

•食料は50㎏越え

•４か所へデポ

•第一デポ：ピヤシリ山避難小屋(210㎞地点)…9日分

•第二デポ：天塩岳避難小屋(314㎞地点)…10日分

•第三デポ：ヒサゴ沼避難小屋(424㎞地点)…8日分

•第四デポ：佐幌山荘(481㎞地点)…20日分



1年前の撤退…

•始まりは2020年夏

•2021年3月25日、襟裳岬を出発

•デポ地点は佐幌山荘とピヤシリ山避難小屋

•GW明けまでの50日間



計画と原因考察…

最優先事項

•日高山脈は余力のある序盤に縦走する

⇒日高で燃え尽きないように3月末から



北海道分水嶺縦断計画

•比較的積雪が多い。標高が低く融雪が早い
道北エリア(宗谷丘陵・北見山地)

•2000m越えに多雪。気象条件が厳しい
大雪山エリア(石狩山地)

•太平洋側で比較的少雪。技術的難易度が高い
日高山脈エリア(日高山脈)



計画③④…出発と南下or北上

北上のデメリット
•登りで緩んだ雪に喘ぎ
下りで氷化した斜面を下る
⇒デメリットが大きすぎる

このデメリットに気づいたのは2021年



計画と原因考察…

最優先事項
•日高山脈は余力のある序盤に縦走する
⇒日高で燃え尽きないように3月末から

•ペースが遅れて次第にストレスと焦り
⇒テント設営ミス
•暴風雨にテントポールが折れ、浸水
⇒低体温症手前



いざ出発…

変更点

•3月末に出発⇒2月末へ

•襟裳岬から北上⇒宗谷岬から南下へ

•50日間⇒64日間へ

•デポは2か所⇒さらに2か所増やして4か所へ

•全区間スノーシュー⇒佐幌山荘まではスキーで



2022年2月26日8時
最北端の宗谷岬を出発



Day1～Day7 2/26～3/4

宗谷岬～イソサンヌプリ～パンケ山

•まだ山にひたれていないか

•序盤でこの疲労感で大丈夫なのか

•日記はまだまだ内容・分量ともにあっさり



Day8～Day14 3/5～3/11

函岳～ピヤシリ山避難小屋

•段々と長期縦走の様相を呈してくる
•一方でまだまだ食料には余裕あり
•今となっては信じられない



Day15～Day21 3/12～3/18

ピヤシリ山避難小屋～天塩岳避難小屋

•この7日間は3/19の悪天候を
如何に回避するかばかり
•結果的に半ば強引に歩き切る
•ピヤシリ山～天塩岳間は約100㎞



Day22～Day28 3/19～3/25

天塩岳避難小屋～武利岳手前

•低気圧⇒冬型⇒大量降雪後のラッセル地獄

•ストックを始め、装備破損が相次ぐ

•ノンサポートとは、と考え始める



Day29～Day35 3/26～4/1

武利岳～北海道大分水点～石狩岳～沼の原
～ヒサゴ沼避難小屋

•武利岳の想像以上の急登に苦戦
•北海道大分水点にテント泊
•雪洞停滞を越えて快晴無風の石狩稜線と沼の原
•折り返し地点、忍び寄る空腹との闘い…



Day36～Day42 4/2～4/8

ヒサゴ沼避難小屋～トムラウシ山～十勝岳
～下ホロカメットク山～佐幌山荘

•快晴予報の猛吹雪停滞
•ご褒美の大雪山
•テントポール流しとその後
•ついに最後のデポ地点へ…



Day43～Day49 4/9～4/15

佐幌山荘～芽室岳～1967峰手前

•山荘で4日間の休養停滞とネズミーランド
•ついに最終章、日高山脈へ突入
•ザックは推定45㎏
•このボロボロの体で大丈夫でだろうか…



Day50～Day56 4/16～4/22

1967峰～トッタベツ岳～
カムイエクウチカウシ山～ペテガリ岳

•いよいよ日高山脈核心部へ
•悪天停滞を挟んで好天に心躍った前半と
•強風に翻弄された後半と



Day57～Day63終 4/23～4/29

ペテガリ岳～神威岳～ピリカヌプリ

～野塚岳～楽古岳～襟裳岬

•強風に悩まされ続ける

•雪が減り、段々と春らしく

•大荒れ予報と下山判断

•襟裳の春は何もない春なんかじゃない…



危機その①…天候判断

・幌尻山：3日目でこれ…

・チトカニウシ山：完全ホワイトアウト

猛烈な暴風雪。風速40m/s？

猛ラッセル。判断ミス！？

・雪洞停滞、崩落大丈夫？

・雨停滞、昨年の悪夢

・日高後半は連日の強風に苦戦



危機その②…技術的に

•パンケ山、屋根棟山：シーアイゼンで強引に

•武利岳北稜：想定以上。日高に近い
岩と雪の急登。落ちたら終わり
フリーソロ全荷シートラで
登る所じゃない

•1967峰下り、1917峰下り
ピラミッドピーク先、ルベツネ急登…
ピリカヌプリまでずっと。雪庇はそれほどでも



単独とは、ノンサポートとは
•可能な限り、自分の力で

•単独でしか味わえないシンプルさと奥深さ

•人にサポートしてもらうのはカッコ悪い

•悩みに悩んでサポートを受けることに
⇒石北峠で装備修復
⇒佐幌山荘で装備交換(ストック・テントポール)
ネズミ被害からの食料補充

•支えてくださる仲間のありがたさ



装備破損一覧…

•ザックのバックル破損

•シーアイゼン破損

•ストック破損

•テントポール流し

•ネズミ襲来



空腹との闘い

•一日の分量を食べ終わった直後に腹が鳴る
•目の前には明日以降の食料が大量に

•美味しすぎず、飽きるくらいの方が良い

•体重は10㎏減



日記のこと

•50000分の1地形図(全27枚)の裏に

•最初のころはあっさりと

•次第に文字数が増えてくる

•停滞中の暇つぶし

•空腹を紛らわせるために

•毎日コツコツ最終的に約60000字



達成とその後…

•Bravo mountain(Yahooニュース)掲載(4/30) 

•北海道新聞掲載(5/1、5/17)

•読売新聞掲載(5/2)

•「山と渓谷2022年7月号」掲載

•ヤマケイオンラインにて連載開始(11月予定)



NHK『白銀の大縦走』放送

番組名 白銀の大縦走〜北海道分水嶺ルート670キロ

・地上総合

12月30日（金）朝7時20分〜8時19分〈59分間〉

・BSプレミアム

1月21日（土）夜7時30分〜8時59分〈89分間〉

•全国放送！！！



電波とバッテリー

•京セラ株式会社からスマホバッテリー

•バッテリー100％で2∼3日

•定時連絡と気象通報(ラジオ併用)、SNS更新

•撮影用GoProバッテリー

•峠で交換(西尾峠、天北峠、石北峠、狩勝峠)



サポート企業各位…

•finetrack
•秀岳荘
•尾西食品
•京セラ株式会社

•食料計画、装備一覧



これからのこと…

ヒマラヤの未踏峰へ…



ヒマラヤの未踏峰へ…
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